



































































































































































　 指 使 い に つ い て： 一 つ の 例 を 示 す。 第 １、 ２ 小 節 目F♯1A1F♯1A1B1F♯1B1（ お か あ さ
ん　なあに）は、１の指から始め１２１２３１３と弾く。第３、４小節目B1C♯2A1F♯
A1B1E1E1E1（おかあさんて　いいにおい）は、３４２１２３１１１と弾く。第５、６小節目
E1E1E1E1E1E1A1A1F♯1F♯1D1D1E1（せんたくしていた　においでしょ）は、２の指に変えて
２２２２２２５５３３１１２と弾く。第７、８小節目F♯1F♯1A1A1B1B1A1B1D2B1A1D2（しゃぼ
んのあわの　においでしょ）は、１の指に変えて１１２２３３２３５３２５と弾く。第１小節
１拍目の黒鍵が１の指となったり、第４小節３拍目のE1から第５小節１拍目のE1のように同音
ではあるが、４拍目が休符でもあり言葉が切れるところなので１の指から２の指に変える。第
６小節３拍目E1の２の指から、第７小節１拍目F♯1の１の指への指替えは、弾きにくいと感じ
るかもしれないが、F♯1を１の指にすることにより、終わりまで指替えをせずに弾くことがで
きる。
　楽譜について：譜例５と、正伴奏に近い譜例６について述べる。第４小節目B1E1E1E1（いい
におい）のところは、言葉と一緒に８分音符で弾くようになっているが、正伴奏ではB1E1E1と
４分音符で弾くように書かれている。以下同様に、第５小節目E1E1E1E1E1E1A1A1（せんたく
していた）はE1E1E1A1に、第６小節目F♯1F♯1D1D1E1　（においでしょ）はF♯1D1E1に、第７小
節目F♯1F♯1A1A1B1B1A1（しゃぼんのあわの）はF♯1A1B1A1と４分音符で書かれている。４分
音符で弾くと、滑らかに聞こえる。
　譜例５には、間奏、後奏は書かれていない。譜例６の前奏と後奏は、正伴奏と同じである。
　譜例５の第５、６小節目のコードネームは、筆者が直して、学生への指導を行っている。
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幼児の表現につながる音楽指導法について
おわりに
　人との関わりやつながりは、言葉、音楽、動きなど様々な表現を通して、それぞれの思いを
伝えることで成り立っている。表現活動の中の音楽に関しても、単に歌うこと、楽器を弾くこ
とだけではなく、日常の保育の場面においてさまざまな活動として成り立っている。まず、保
育者自身が音楽に親しみを持っているか、保育者がいろいろな音楽的な体験をしているか。そ
して、自らが体験によって得られた感動や、知識を子どもたちに伝えることができるのか。ま
た、子どもたちが味わう感動を、子どもと共有できる心の幅広さをもっているかが保育者に求
められている。今後は、幼児期の発達と、その発達に適した表現とは何かについて、実践例を
通して考えていく。また、学生の幼児期の音楽的体験などを調査分析することで、これからの
幼児と表現の関わり方や、指導法に活かしていきたい。
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